
6月13日 建設技術新聞より

　現在、東日本大震災による被災地では瓦礫処理等に伴うアスベストの飛散・暴露
が問題視されております。
福島第一原発事故に伴う放射能汚染の問題がクローズアップされる中、あまり報道
等がなされておりませんが、被災地からの仮設機材の返却時にはアスベストの付着
が想定されますので、十分にご注意下さい。

　万一、アスベストの付着が確認された場合には、使用者に申し出てアスベストの
処理を依頼し、飛散防止に努めると共に、防塵マスク等の着用を心掛けて下さい。


